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• 生麦村 

• 名主 

• 「孝行萌草」 

• 「金水初稿」 

 

Keyword 

     せきぐち･とうえもん 

#４６ 

 解 題  

作者：関口藤右衛門(初代)(1731-1792)ほか関口家当主 

成立：宝暦12年(1762)-明治34年(1901) 

せ き ぐ ち に っ き  

関口日記 

 武蔵国橘樹郡生麦村(現･鶴見区生麦町) に居していた

関口家の歴代当主５人が代々書き継いだ日記。江戸後期

から明治中期までの約140年間、ほぼ毎日記述がある。

このように長期にわたる農民の日記は珍しく、当時の

人々のくらしぶりや世相を具体的に知ることができる。 

 

 

関口家は小田原北条氏の時代、子安郷を支配した土豪

関口外記の末裔と伝えられている。生麦村の草分百姓

(くさわけひゃくしょう：新たに土地を開拓して新町村を設

立した人)であったが、本日記を著した関口家は、宝暦

年間(1751-1763)に本家から分かれた分家である。 

初代藤右衛門(藤助)は、農業の傍ら寺子屋を開き、生

麦村及び周辺の村の子どもたちを教育した。漢方医、質

屋を営み、天文の素養もあったという。 

二代目藤右衛門(藤五郎・東吾・東園)は村名主を務

め、寺子屋の師匠としても活躍した。東海道筋ではよく

知られた文化人であり、享和３年(1803)刊行の『東海道

人物誌』では、「医学・狂歌、号梧桐庵、又関鳥金」と

紹介されている。また薬の製造販売にも従事し、「白

散・黒散」と呼ばれる婦人の懐胎を調節する薬を扱って

いた。関口家に伝わった広告文によると、江戸の医者か

ら製法を伝授されたものであり、江戸馬喰町の大坂屋治

兵衛と品川宿の紀伊国屋喜右衛門が販売所であったよう

だ。また80歳を迎えたことを記念して、天保14年(1843)

には、寺子屋で教え続けた「処世訓」をまとめた『孝行

萌草』を、江戸の錦耕堂から出版している。挿絵には藤

右衛門とおぼしい人物が子どもたちを教えている様子が

 作 者 

古文書 
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描かれている。 

三代目東作(金水・亨二)は江戸の儒者、和気柳斎の塾に入門した漢学者

で、文政元年(1818)には『金水初稿』という漢詩集を出版している。のち村

に戻り、名主を務め寺子屋も継いだ。塾生時代の東作の日記は、当時の江戸

の私塾の様子を知る資料として｢徳川時代の私塾生活‐和気塾塾生日記｣(野

村兼太郎)の中で紹介されている。 

四代昭房(東右衛門・梅二)は幕末に名主、維新後は戸長を勤めた。安政元

年(1854)ペリーの２度目の来航の際には、浦賀に異国船を見物に行ってい

る。 

五代昭知(英太郎)は村会議員、村会議長、助役、村長、県会議員と数々の

公職を務めている。明治22年(1889)には立憲改進党に入党し、政党・選挙活

動も行っている。明治30年には諸売薬類化粧品販売を開業し、殺虫剤や防虫

剤の製造を始めている。 

 

 

 関口家の当主により宝暦12年(1762)から明治34年(1901)までの約140年

間、ほぼ毎日のように記された日記。約90冊。冊によって「日記帳」「日時

附込帳」「日記留帳」など様々な題がつけられており、それらを総称して

『関口日記』と呼んでいる。 

各冊の裏表紙には日記を書いた当主の名が記されているので、それによっ

て筆者がわかる。しかし、当主が江戸行きなどで留守のときは、家族が代

わって書きついだり、家族のメモなどによって、当主が帰宅後記したと思わ

れる箇所もある。 

 内容としては、毎日の干支、天候、そして金銭の出入り、家族の出生・初

節句・誕生日・奉公・婚姻・旅行・病気・死没等の生活情報が記されてい

る。当主個人の私的な記録というよりも、家の経営を記録し後の参考にする

という、家の日記としての半ば公的な性格をもっている。さらに二代目藤右

衛門が名主になってからは、村の出来事、様子なども記述され、村役人とし

ての公務記録にもなっている。東海道筋の様々な様子、事件、風説なども記

されている。 

 生麦村は、東海道に面し、川崎宿と神奈川宿の間、江戸からわずか６里の

地点にあった。海にも面しており船着場もあった。このような立地からか江

戸に奉公する者も多く、住民はしばしば江戸にでかけており、また、商業活

動に従事する者も多かったことが記述からわかる。関口家はこういった商人

たちに営業資金を貸していたため、商人たちに関する記述は詳しい。 

 また二代目藤右衛門の娘千恵や三代目東作の娘お愛に関する記述は、農村

女性の人生を知る上で、数少ない史料となっている。 

幕末から明治にかけての、ペリー来航、生麦事件、新橋－横浜間の鉄道開

通といった歴史に残る大きな出来事も記述されており、変化の激しいこの時

期の庶民の動向を具体的に知ることができる。 

＃４６ 関口日記 

 内 容 
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 史料本文を読む 

 史料についてさらに知る－参考文献－ 

  

 

原本は生麦町在住の郷土史家池谷健治が、散逸する直前に入手し、昭和27

年(1952)横浜市へ寄贈。市史編集室を経て、現在は横浜開港資料館が所蔵し

ている。宝暦12年(1762)より文化2年(1805)までの日記11冊分は後日発見さ

れ、関口詮家より横浜市に寄贈され、原本は同じく横浜開港資料館が所蔵し

ている。閲覧利用は複製本による。 

 なお関口家に伝わる文書記録も同じく横浜市に寄贈された。宝暦12年

(1762)より昭和2年(1927)のものであり、幕末から明治時代初頭までの御用

留(ごようどめ：村役人が村政執行に必要な文書や諸事項を書き留めた帳簿)を

多数含む。現在｢関口詮家文書｣(約450点)として横浜開港資料館が所蔵し、

公開している。閲覧利用は複製本による。 

また日記を記した関口家とは別の、生麦村の関口家(関口次郎左衛門家)に

伝わる文書記録(約1600点)は同じく池谷健治により神奈川県に寄贈され、現

在神奈川県立公文書館が所蔵している。寛永２年(1625)から明治13年(1880)

のものである。複製本は横浜開港資料館で公開されている。 
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